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芳賀陽子さん
（浅　木）

武谷東樹さん
（広　波）

町頭ゆう子さん
（尾　崎）

社
会
人
と
し
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

身
心
と
も
に
、
立
派
な
大
人
に
な
り

ます。 人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
立
派
な
大
人

に
な
り
ま
す
。

1
月
1
5
日
（
成
人
の
日
）
遠
賀
町
で
は
、
一
－
一
百
四
十
人
が
新
た
な
決
意
を
胸
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

社
会
人
、
学
生
、
と
参
ん
で
い
る
道
は
違
っ
て
も
、
こ
の
日
成
人
式
を
迎
え
た
誰
も
が
皆
、
同
じ
よ
う
に
瞬
い

て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
　
は
た
ち
〃

「
久
し
ぶ
り
〃
」
懐
か
し
い
出
合
い
に
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
　
（
1
月
1
5
日
遠
賀
コ
ミ
ュ
三
ア
ィ
セ
ン
タ
ー
で
）

薯
決
意

こ
の
日
、
成
人
式
を
迎
え
た
三

人
に
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
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平
成
元
年
度
に
標
準
小
作
料
を
赦

し
て
以
来
、
早
く
も
三
年
間
を
経
過

ま
し
た
。
こ
の
三
年
間
に
わ
が
国
農

と
そ
れ
を
と
り
ま
く
情
勢
は
大
き
く

化
し
て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
米

み
ま
す
と
、
昭
和
3
1
年
以
降
一
貫
し

上
昇
を
続
け
て
き
た
政
府
買
入
米
価

引
き
下
げ
は
あ
っ
て
も
、
引
き
上
げ

あ
り
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
標
準
小

料
を
改
訂
す
る
に
あ
た
り
、

作
料
協
議
会
（
貸
手
側
代
表
五
人
、

手
側
代
表
五
人
、
学
識
経
験
者
五
人

計
十
五
人
）
　
に
農
業
委
員
会
が
語
間

ま
し
た
。

こ
の
度
、
そ
の
答
申
を
受
け
、
烏

委
員
会
に
お
い
て
答
申
案
を
憤
重
電

改
訂
さ
れ
ま
す

標
準
小
作
料
を
決
定
し
ま

り
協
議
の
上
　
契
約
し
て
＞
た
た
く
こ

平
成
5
年
度
か
ら
の
適
用
と
な
っ
て

遠
賀
町
農
業
委
員
会
　
（
役
場
産
業
課
内
）

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
寸
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2
4
3



消費拡大にご協力を！

語間酔同国
町県民税の申告が必要と思われる人には、郵便で
「町県民税の申告案内」をお送りしています。通知

書に書かれている必要書類などを整理して、通知書

といっしょにお持ちください。

また、平成4年中に遠賀町に転入された人や、申

告案内の通知書が届いていない人でも平成4年中に

収入のあった人、平成4年中に退職して年末調整の

終っていない人などは、居住されている区の申告日

に申告をしてください。

なお、所得税の確定申告をされた人は、町県

民税の申告の必要はありません。

臆町県民税の申告受付
●　日　程

2月17日㈱　遠賀Iii

18日㈱　新町

19日給）中央

22日（月）島津、鬼津

23日㈹　若松、尾崎

24日㈱　田園

25日㈱　松ノ本

26日給）別府、千代丸

3月1日（月）今古賀

2日㈹　広渡、遺言

3日㈱　旧偉、若葉台、老良

4日㈱　木寺、上別府

5日栓）東和苑

8日（月）浅木

9日㈹　東町、西町、芙蓉

10日㈱　虫生活

器！謁器慧ことが
m所得税の申告受付

●　日　程

2月17日㈱18日㈱19日給）

3月1日（月）

※譲渡所得の申告受け付けは、2月19日と

3月1日の2日間だけです。

臆時　　間　午前9時～12時

午後1時～4時

看受付場所　役場2階大会議室

お問し＼合わせは役場税務課℡（293）1234へ

▲広渡小学校のちびっこ農園で稲刈りをする児童たち

これが決め手です。おいしいごほんの炊き方

電気炊飯器やガス炊飯器でごほんを炊く場合でも、

おいしく炊くには幾つかのコツがあります。

①お米はたっぷりの水で手早く洗う（ゴシゴシと研

ぐ必要はない）。

（②お米と水の容量は正確にはかる。

③炊く前に、最低30分以上（冬なら1時間以上）水
に浸しておく。

④炊きあがったら、10分間程度蒸らした後、しゃも

じでほぐすように混ぜる。おひっに移せば、なお

理想的です。

国ぶ

●
米
の
文
化
は
是
非
伝
承
し
た
い

日
本
の
食
文
化
の
豊
か
さ
と
い
う

の
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。
そ
れ
を
形
成
し
て
い
る
根
本
は
、

お
米
を
主
食
と
し
た
文
化
に
あ
り
ま

す。
ご
飯
に
は
生
卵
の
つ
き
あ
い
も
あ

れ
ば
、
刺
身
と
の
つ
き
あ
い
も
あ
る

。
こ
の
よ
う
な
つ
き
あ
い
は
お
米

な
ら
こ
そ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
食
生
活
が
変
化
し
ょ
う

と
も
、
そ
れ
は
洋
風
化
で
も
中
華
風

で
も
よ
い
の
で
す
が
、
少
な
く
て
も

一
日
に
二
食
は
必
ず
ご
飯
を
食
べ
る

と
い
う
習
慣
は
残
し
た
い
も
の
で
す
。

●
米
は
成
人
男
子
で
一
日
脚
グ

ラ
ム
　
（
二
合
）
　
は
と
り
た
い

米
の
摂
取
量
は
個
人
差
が
大
き
く
、

特
に
若
い
世
代
に
米
は
な
れ
の
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
。

一
日
の
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
の
5
0
％
は

穀
類
で
摂
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

軽
い
労
働
の
成
人
男

子
で
一
日
二
合
の
米

（
卿
g
）
　
に
相
当
す

る
も
の
で
す
。

食
生
話
を
畳
か
に
す
る
主
役
で
す

お
米
は
、
長
い
歳
月
を
日
本
人
と
共
に
歩
ん
だ
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
米

を
食
事
の
中
心
に
お
き
、
多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
日
本
の
食
事
が
、

今
日
の
長
寿
社
会
を
も
た
ら
し
た
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。



松藤二濱藍
本　田　村　田　沢

秦荘　　知弘
明　希典悪事

脇龍　山　費松藤　愛　車　辻堀
田頭　本　吉　本同　日　山　間

政孝裕千千慶正哲徹健
士二賞裕佳弘文恵也太

鷲損失松堀平喪　中　辻
峰海鳥延　田　園純野　田

正絵大　祭崇修遥裕直
一美補　給史資哉亮子

牛　車平
場　田Iii

夕　佳　品
紀代　子

吉安平
田　藤　瀬

莱
茂種「将
生子大

宮松瀬∴永
下尾　田　合

理朋　力　伸
実子弥悟

渡村石
都　田　松

南∴給　沙
道　連繊

森鶴
田

由
利　香
也里

醜纂空…
華蛍＿…　費　は
平則唯円Iii

渡宮　中　大
連迫　川　有

馬紗
千　恵美矢
恵　美子香

永　立佐河石
田　尾　潟　原　田

奈
端津明　　事
歩紀博舞三

武柴阪　貞　鬼押内
田　田　本　末塚　見　田

政智　る　綾祥麻鹿
哉美　り　香子子太

川大書青書福蝿白銀桂井書中
内庭　広　木　中　岡木瀬田　上　新　川

天正　　　恒　　　　　翔　久義謙　　　　　雄
亜∵荒　波　治　央　唯一義也二剛　町　基

イ‾

主
役
は
、
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一
年
生

1
1
汐

こ
の
名
簿
は
、
1
月
2
5
日
現
在
の
住
民
票
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
春
入
学
予
定
で
あ
り
な
が
ら

名
簿
に
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
な
ど
が
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

S
島
　
津

梅
谷
　
明
男

看
若
　
松

木
下
　
貴
紀

松
原
　
弘
和

音
尾
　
崎

井
上
　
真
志

横
谷
　
隆
項

松
井
美
穂
子

舛
涜
　
神
貫

S
鬼
　
津

荒
木
　
亮
太

太
田
　
貴
大

矢
野
　
慎
也

小
山
田
弥
生

石
村
　
聡
城

藤
田
め
ぐ
み

松
井
　
　
渉

宮
崎
　
未
来

岩
本
　
真
美

神
谷
　
絵
里

高
崎
百
合
子

秦
　
　
　
茜

久
間
　
晶
子

二
村
美
奈
子

本
田
　
大
祐

S
田
　
園

安
部
　
綾
撃

市
原
　
三
描

今
土
　
　
亮

岩
田
　
　
逓

江
越
　
神
大

大
石
　
恵
子

喜
入
　
瑞
央

古
賀
　
慎
也

小
字
根
敏
幸

小
森
　
沙
織

横
波
　
翔
平

白
石
　
雅
之

須
崎
　
優
里

高
橋
み
ゆ
き

田
村
　
　
純

安
部
　
恭
平

井
下
由
佳
理

岩
崎
真
理
恵

氏
福
爽
奈
美

遠
藤
さ
ゆ
り

大
谷
　
幸
代

久
保
田
便
衣

小
路
　
達
也

小
関
那
淳
子

近
藤
　
文
香

小
路
　
拓
也

生
野
　
麻
美

園
田
　
禅
学

田
口
　
深
雪

高
橋
　
良
多

臆
旧
　
停

○
今
古
賀

漢
別
　
府

今
橋
　
正
江

大
場
　
満
都

小
西
　
紗
生

佐
藤
め
ぐ
み

刀
根
亜
須
香

園
松
ノ
本

石
橋
　
大
介

太
田
　
碧
里

小
田
　
祐
介

木
村
総
一
郎

財
前
　
晴
男

重
岡
　
聡
子

武
内
　
啓
悟

（敬称略）

中
井
　
儀
介

堀
　
加
薬
美

松
野
　
友
彦

毛
利
　
清
春

村
田
秀
太
郎

入
江
　
　
亮

金
岡
ち
ひ
ろ

坂
口
　
　
翔

都
留
　
史
嗣

仁
部
い
く
み

三
浦
　
知
絵

野
田
美
由
紀

大
場
　
哨
美

上
三
垣
　
匠



池矢松海業小
田　野本晦日　池

葉歩嚢援意義

望高古
月　崎家

憲　　光
郎哲嘉

田　下
中　城

伶聖
祭人

奥池伊
野　田藤

桃正夏
子勝海

告植　　毒害暫雷寿銃
沙

悠康弥　　　　　　　能　　事静男　一
道晴香　　　　　忠司　聡奈介次樹

末営毛長白Iii S森高清嘉
永　東　利昭石崎　虫　井島水藤

尭　　早微香和　生　昭博大我
平　町　希眞織成　津　香己輔也

中　　　　　英仲　末　　　吉　中　日　教
材　　　　　原　山　山　　　原　嶋坂行

明
光　　　　　孝　日　優　　　　麻和俊麗

徳香香　　　　衣裕介加

麻美麻
紀里軍　曹　光

富海西永仲　田　神Iii井
本松平冨山　中谷　口　上

香　　住沙沙康悠祐達　　　　静
花愛代繊希博大輝也　　　香

国民年金保険料

園

坂
元
　
菜
々

武
田
　
卓
也

松
岡
亜
佑
美

松
本
　
美
保

吉
永
　
諭
史

岡
田
　
大
輔

S
木
　
寺

木
村
　
光
宏

後
藤
　
陽
平

園
上
別
府

池
田
　
里
美
　
　
牛
久
保
　
郁

瓜
生
　
珠
朱

書
若
葉
台

高
瀬
　
勇
治
　
　
林
田
　
太
一

S
東
和
苑

今
井
　
隆
史
　
　
伊
具
田
　
愛

飯
干
　
圭
介

金
城
　
慎
哉

北
崎
あ
ゆ
み

高
橋
　
知
里

林村
瀬

吉
野

芳
村

臆
浅

良
樹

彩
乃円

壮
宣木

中
村

漢
芙

石
坂

井
口

亀
田

唄
田
　
臭
弓

子
布
貴
美
子

永
島
　
和
男

難
波
江
祐
大

西
嶋
　
莱
央

伏
原
　
　
津

山
口
　
真
弓

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
未
納
は
大
敵
で
す
〃

－
　
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
国
保
年
金
係
へ

○
　
保
険
料
の
未
納
を

チ
ェ
ッ
ク
〃

平
成
4
年
度
も
残
り
あ

と
わ
ず
か
。
万
が
一
の
と

き
の
た
め
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
た
っ
た
一
か
月
の
納
め
忘

れ
で
、
事
故
や
病
気
で
障
害
に

な
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手

を
失
っ
た
と
き
に
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
今
一
度
お
確
か
め
く
だ

さい。

特
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
事
故
に
遭
っ
た
り
病
気

に
な
っ
た
あ
と
で
、
ま
と
め
て

保
険
料
を
納
め
て
も
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

河
中
靖
喜
選

忙
し
か
る
師
走
ひ
と
日
の
畳
替
え

猫
な
が
な
が
と
一
畳
占
む
る藤

沢
　
国
子

釣
川
の
浅
瀬
の
水
面
す
べ
る
が
に

鳥
と
ぴ
た
て
り
し
ぶ
き
を
上
げ
て

大
場
　
房
江

呼
び
込
み
の
威
勢
よ
き
声
こ
の
師
走

我
に
も
熱
き
を
奮
い
立
た
せ
り

大
場
ト
シ
ミ

楽
し
と
も
又
か
な
し
と
も
聞
こ
え
来
る

師
走
の
風
に
乗
り
し
メ
ロ
デ
ィ
ー

言
開
　
録
郎

よ
う
や
く
源
氏
物
語
読
み
終
え
て

師
走
の
空
を
窓
ご
し
に
見
る高

崎
　
佳
子

池
田
幸
利
達

吊
し
柿
日
当
る
な
か
に
患
な
し

徳
永
小
代
子

単
線
の
遠
ざ
か
り
つ
つ
山
眠
る

芳
野
　
宏
子

大
濠
の
風
な
き
と
こ
ろ
浮
渡
鳥

川
上
　
久
夫

雪
し
ま
く
漬
物
石
の
沈
み
を
り

岩
萩
　
信
江

燃
え
残
る
葉
書
幾
枚
し
ぐ
れ
乗

加
藤
　
栄
子

聞
　
闇

浅
木
の
紫
山
善
男
さ
ん
の
作
品

税
務
署
が
好
き
に
な
り
そ
う
還
付
金

マ
イ
ホ
ー
ム
頼
み
の
綱
は
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ

偏
差
値
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
仲
を
裂
き

人
名
か
地
名
か
迷
う
よ
そ
の
国
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1月12日、遠賀弓道場で遠賀町弓友会（会長は、老良の

原田浦和さん）による初射会が行われました。

副会長の抽田さんの矢渡しに始まり、参加した16人全員

が次つぎに射場に立ち28m先の的をめがけて、今年初めて

の矢を放ちました。

この日は、花的（1月から12月までのそれぞれの花が描

かれた的）や扇の的、そして金の的をめがけて射る初射会

ならではの催しも行われました。これらの的を射抜くと、

その人にとってこの一一・年が、良い年になると言われており、

見事に的を射披いた人たちは、体全体で喜びを表現してい

ました。

これぞまさしく新春の風物誌
どんど焼き

i敵 
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（鷲字）さん三男寓

（薫由美）さん二男

平成4年2月8日生

見
事
に
射
抜
い
た
直
径
1
4
m

の
約
　
　
－
　
遠
賀
町
弓
友
会
初
射
会

1
月
1
7
日
、
青
少
年
町
民
育
成
会
談

広
渡
校
区
主
催
の
ど
ん
ど
焼
き
が
広
渡

小
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

雨
が
ば
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
新
春
の
風
物
詩
を
一
目
見
よ
う

と
約
二
百
五
十
人
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
に
組
ま
れ

た
笹
竹
に
は
、
正
月
の
お
飾
り
が
花
が

咲
い
た
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
、
午
前

n
時
に
、
点
火
さ
れ
た
炎
は
、
あ
っ
と

言
う
間
に
笹
竹
全
体
を
包
み
訪
れ
た
人

た
ち
か
ら
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
緑
黄
会
の
皆
さ
ん
や
近

所
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
ぜ
ん

ざ
い
や
カ
ッ
ポ
酒
　
（
竹
筒
で
お
間
を
つ

け
た
清
酒
）
　
が
、
見
物
客
に
ふ
る
ま
わ

れ
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
に
、

頬
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

日
中
伝
統
楽
器
の
調
べ
…
聴
衆
を
魅
了

－
　
　
胡
弓
・
尺
八
演
奏
会

「
蒸
哺
ら
し
い
音
色
ね
。
」
そ
ん
な
言
薬
が
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
1
月
2
4
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
胡
弓
・
尺
八
演
奏
会
に
は
、
五
百
人
以
上
の
人
が
訪
れ
、
立

ち
見
席
が
出
る
ほ
ど
の
盛
大
な
催
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
今
年
度
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
の
一

つ
と
し
て
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

会
長
の
森
築
諮
さ
ん
　
（
別
府
）
　
の
「
日
中
の
古
典
的
楽
器
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
胸
に
響
く
も
の
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
企
画
し
ま
し

た
。
」
と
い
う
言
薬
通
り
、
聴
衆
を
魅
了
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
「
素

晴
ら
し
い
演
奏
会
を
催
し
て
い
た
だ
い
て
、
地
区
公
民
館
長
さ
ん
た

ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
「
久
し
ぶ
り
に
感
動
し
ま
し
た
。
」
な
ど
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

七
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
た
ぼ
く
は
、
部

品
か
一
つ
多
か
っ
た
ん
だ
け
ど
お
う
ち

の
み
ん
な
か
ら
モ
テ
モ
テ
て
愛
婿
を
ふ

り
ま
く
の
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
熱
い
キ
ス
を
接
げ
か
け
て
く
れ

る
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
－

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
葉
台
）

桝
田
　
征
宏
ち
ゃ
ん

ぼ
く
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
オ
モ
チ
ヤ

が
欲
し
く
て
そ
ば
に
寄
っ
て
行
く
と
、

い
つ
も
は
り
て
や
け
か
え
し
の
技
を
か

け
ら
れ
て
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
お
兄
ち
ゃ
ん
か
大
好
き
。
早
く

い
っ
し
ょ
に
か
け
っ
こ
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
な
あ
。
　
　
（
上
別
府
）
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4月から松ノ本区の小学校区が、 

変更になります0－教育委員会 

L、、・撥鱗0　－．I 
＼ 二七諸　　家．－　　′・。′． 

∴∴一　一　㌧薄　・： 

βl　　e3　　　　　　　　　㌢ 　　　、 �� 

場iO。 ー相　賀毅秀”経樽 

川・松ノ木区．寒驚∪広郷 　I　　　tj 
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≧0、“i・i・′“　　　亀甲誓繕 　　　　　′000ナ一〇 　　　　　　”／ 

な　㌦　　蟹。　　　　　　ふ。．左広LJ護に 

松ノ本区（現在は、島門小学校区）の広渡 

小学校区への校区変更につきましては、平成 

2年度から関係各位のご配慮を煩わしてまい 

りましたが、懸案解決の目途もつきましたの 

で、平成5年4月1日をもって、変更を実施 

することが確定いたしましたので、お知らせ 

します。 

●問い合わせ遠賀町教育委員会学校教育課 　　〆 

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
2
5

※
申
込
み
の
際
は
、
履
歴
雷
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
窒
管
理
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
募
集
人
員
　
2
人
程
度

●
応
募
資
格
　
健
康
な
男
性
で
3
月
1

日
よ
り
勤
務
で
き
る
人
　
（
大
学
生
希

望）
●
勤
務
時
間
　
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の

午
後
5
時
約
分
か
ら
9
時
0
0
分
ま
で

●
勤
務
内
容
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
器

具
管
理
、
安
全
管
理
、
清
掃

●
賃
　
　
金
　
1
日
三
千
円

●
申
込
み
期
限
　
2
月
1
9
日
働

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
体
育
振
興
係

遠
賀
町
商
工
会
の
女
子

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
採
　
用
　
女
性
一
人
　
（
4
月
1
日
採

用
予
定
）

●
資
　
格
　
1
8
歳
か
ら
2
5
歳
ま
で
の
女

性
で
、
簿
記
三
級
以
上
の
合
格
者

●
給
　
与
　
商
工
会
規
定
に
よ
る

●
街
　
道
　
諸
手
当
、
各
種
保
険
、
職

員
年
金
、
退
職
金
制
度
あ
り

●
応
　
募
　
履
歴
曹
　
（
写
真
要
）
、
健

康
診
断
書
、
簿
記
三
級
以
上
の
合
格

証
書
写
、
最
終
学
歴
卒
業
証
明
書
写

を
2
月
2
0
日
出
ま
で
に
遠
賀
町
商
工

会
へ
（
郵
送
の
璧
ロ
は
2
月
2
0
日
必
着
）

●
試
験
の
日
時
・
均
所
・
内
容
　
2
月

2
5
日
㈱
午
前
1
0
時
か
ら
遠
賀
町
商
工

会
会
議
室
で
「
筆
記
試
験
（
簿
記
な

ど
）
・
面
接
試
験
」
を
行
い
ま
す

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商

工
会
　
（
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
八
十
九

－
一
）
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

矯
臆
。
蟹
遍
∴
輪
繭
雷
電

9

3

）

　

3

5

8

1

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
生
ご
み
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
燃
え
る
ご
み
で
す

生
ご
み
　
（
台
所
ご
み
）
　
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
　
（
清
涼
飲
料
水
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
）
　
は
そ
れ
ぞ
れ
燃
え
な
い
ご
み
や

ビ
ン
・
カ
ン
類
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
燃
え
る
ご
み
で
す
。

生
ご
み
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
え
る

ご
み
用
指
定
袋
（
ピ
ン
ク
）
　
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

指
名
願
の
受
付
を
行
い
ま
す

遠
賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合

●
対
象
業
務
∴
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
そ
の
他
官
公
需

供
給
業
務

●
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
2
8
日

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
掲
所
　
遠
賀
・
中
間
広
域
行
政

事
務
組
合
事
務
所

●
そ
の
他
　
組
合
事
務
所
に
指
名
願
の

提
出
要
領
と
指
定
様
式
を
3
月
よ
り

準
備
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遼
賀
・
中
間
広
域
行

政
事
務
組
合
総
務
課
財
政
係
℡
　
（
2

ニ
利
用
く
だ
さ
い
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

婁
み
ー
相
警
・
ナ
I
が
開
掌
れ
享

●
と
　
き
　
2
月
1
8
日
㈱
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
第
三
会
議
室

●
内
容
・
融
資
制
度
の
概
要
　
入
学
資

金
や
在
学
資
金
の
融
資
申
込
み
、
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
融
資
額
は
一

人
百
五
十
万
円
以
内
で
、
金
利
は

〓
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
に
必
要
な
書
類
　
借
入
申
込

書
、
所
得
証
明
書
、
住
民
票
、
普
通

預
金
の
通
帳
、
実
印
、
在
学
資
金
に

つ
い
て
は
他
に
学
校
納
付
金
通
知
書

●
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金
融
公
庫
八
幡

支
店
　
　
℡
　
（
6
4
1
）
　
1
1
1
5
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教（斜受受　内　と　分　と　武子　T　転認れ　中 
青　か付鹸　　こ　か　　　定車免め　と　学人　ら　験用 
妻　ら　期手容　ろ　ら　き　験老眼許　ら　同校　050資予 
貝　2　間続 ��iiii　iI　　O定証れ等以②年格定 
会　月・　面速　　3　　　　を　を　る　以上学　4　　人 
学26受　　接賀　　月　　　除保人上の校月　①員 
校　日　付　　試町　　3　　　　く　狩。の卒教l昭 
教（斜場　　験役　　目　　　　）　し③学業育　日　和1 
育　ま　所　　　揚　（杓　　　ま　で　自　力　者法　ま　40人 
課でii　　　第　　年　　　た　い　動　を　ま　に　で年 
へ　に　2　　　　2　　後　　　は　る　車有　だ　規　に　4 
。遠　月　　　　会　1　　　’入営す　は　定生　月 

賀12　　　　戦　　時　　　　取（　通　る　’す　ま　2 
町　自　　　　室　　30　　　　得　A　運　と　こ　ろ　れ　日 

●　　　　　　　●　　　　　●　　　　　▽　　　　　　　　　　　▽ 

1育　申　算　な　四　給　し　簿採　ま　理安い紙15　に　掌　中 
2委込さお万　ま　に　すし験　0に縦必校込 
3　貝みれ、ニ与す登用　○た票　貼　6　要教み 
4　会・る　学千　　〇載　　　場の　　ら　cm事育方 

学問場歴円初　　し合　　合交　　ず×項課法、 
校い合、程任　、格　は付　に横をでIi 
教合が経度給　必者　　ii　）4・5記交遠 
育わあ験支は　　要は　　受受　　捷望入付賀 
課せり年給’ ℡　ま敷き高　点∴葉子菅沼諜 
（通すにれ校　じ用　を込　て7ぐ、え申育 
2賀　oよま卒　て合　交曹　くそ、込委 
9町　りすで　採格　付を　だ（写用貝 

王教　加。一　用名　し受　さ用兵紙会 

⑪ �◎ �㊧ �⑭ �④ �⑫ �2 

暖 房 と �楯 �老 人 性 �子 供 の 肥 満 �接i �足 の 変 形 
尿 病 ���善男 あ篤 ��月 

健 康 �と い �白 内 ��劣を おi． ��の T 

わ れ た 方 へ �障 �症 �Iコス のi 譲 讃 �ー 外 皮 母 馳 I �i ”マ 

コミュニティーセンタ
ー、体育館でサークル

の輪を広げませんか。
一年間手間のサークル団体を酸申。

教育委員会では、毎年この時期に町

内の各社会体育施設の年間剖当会議を

行っております。新規に年間利用を希

望するサークルは早めに申し出てくだ

さい。

●対　　象

年間を通じて活動できるサークル団

体で活動場所がない、又は新しく緒

成したサークル団体など（ただし、

サークル会員は全員町内著に限る）

●申込み期間

2月22日（月）まで

●申込み・問い合わせ

遼賀コミュニティーセンター内体育

振興係℡（293）6525へ（利用時間帯

や利用料金などを説明しています。）

●‘9、l

「
訓
－
刺
J
T
副
－

●
と
　
き
　
2
月
2
3
日
㈹

午
前
9
時
0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
　
生
後
1
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導

●
掠
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

書
家
琶
竃
割
引
引
“

●
と
　
き
　
2
月
2
5
日
㈱

午
前
1
0
時
～
正
午
、
受
付
は
午
前
9

時
4
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
会
議
室

●
内
　
容
　
①
講
話
「
く
す
り
の
話
」

②
実
技
指
導
「
か
ら
だ
の
清
潔
」

③
座
談
会
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」

④
介
護
用
品
の
展
示

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
予
防
課

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

電
話
を
通
し
て

健
康
を
お
と
ど
け
し
ま
す

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

℡
（
5
3
1
）
8
1
8
1

一
一
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
独
）
1
2
3
1

平
成
4
年
、
町
内
の
火
災
は
人
件

平
成
4
年
中
の
火
災
統
計
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

郡
内
の
火
災
発
生
件
数
は
下
の
表
の

と
お
り
四
十
四
件
で
し
た
。
八
日
に
一

件
の
割
合
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、
コ
ン
ロ
か
ら
の

出
火
人
件
を
最
高
に
、
火
遊
び
や
た
き

火
に
よ
る
火
災
五
件
、
以
下
放
火
な
ど

人
為
的
原
因
に
よ
る
も
の
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
以
上
に
防
火
に
関
心

を
も
っ
て
、
火
災
予
防
の
徹
底
に
努
め

・
ま
し
ょ
、
つ
o

管
内
　
火
災
“
救
急
件
数

（
平
成
4
年
1
月
～
1
2
月
）



遠賀町ふるさと掠訪e　浅木区

■∴●●　‾ i－∴－、 � �∴㌢∴∵∴ ∴． ：∴ �蝉 ∵言 

ニ∴ニ ＼∴ 一子∴ � ��ふ �∴ ト： �－；∴∴ ㍊緩 鳥海 �ここ＿、． 

三善壷 ��；∴ 

区の役員をはじめ、浅木神社の宮司さん

能面部のみなさんIこ、お話を伺いました。

浅木区データ
世帯数306人ロ1087

（1月31日現在）

トでかけませんかく主な行事）
7月30日夜夏越案（浅水神社）

8月14日夜夏祭り（公民館横に

青年団の夜店がならびます）

11月中旬浅木区文化祭（区民の丹

精込めた作品をごらんください）

人のぅごき
平成5年1月末日現在（）は前月比

●世帯数　　　　●人　口
5，453（＋18）　18，434

●男……　8，807　●女……

●転入・i…i・・・94　●転出…

●出生………　8　●死亡…

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

総
両
種
二
十
二
・
二
九
捕
　
『
水
と
緑
」
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
三
区
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
も
、
素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
」
ス
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

ク
あ
さ
き
ク
の
地
名
の
由
来

浅
水
は
、
そ
の
昔
、
下
底
井
野
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
　
（
現
在
も
お
隣
の
中

間
市
に
中
底
井
野
、
上
底
井
野
の
地
名

が
あ
り
ま
す
。
）
。
〝
あ
さ
ぎ
〟
　
と
い
う

や
裏
と
た
け
る
の
み
二
と

地
名
は
、
古
く
は
日
本
式
韓
や
高
明

天
皇
の
故
事
に
出
て
き
ま
す
。
そ
の
故

事
に
よ
れ
ば
、
斎
明
天
皇
が
現
在
浅
木

神
社
が
あ
る
山
に
立
ち
寄
り
、
朝
食
の

ご
飯
を
こ
の
山
の
木
を
薪
に
し
て
炊
き

ま
し
た
。
そ
の
香
り
が
と
て
も
良
か
っ

だ
こ
と
か
ら
、
こ
の
山
を
朝
本
山
と
名

付
け
た
と
い
、
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、

今
の
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
（
遠
賀
郡
誌
、
遠
敬
村
誌
よ
り
）

浅
木
神
社
の
伝
統
行
事
は

区
民
で
守
り
続
け
ま
す

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
深
い
地
区
に
あ

る
、
浅
木
神
社
で
は
、
多
く
の
伝
統
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と

し
て
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
五
年
に
一
度

の
御
和
幸
禁
や
毎
年
1
月
0
0
日
に
行
わ

れ
る
、
茅
で
作
っ
た
輪
を
く
ぐ
り
健
康

を
祈
願
す
る
夏
越
祭
　
（
輪
選
集
）
　
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
行
事

を
無
く
し
で
は
な
ら
な
い
と
区
民
が

つ
に
な
っ
て
今
も
守
り
つ
づ
け
て
い
ま

す。地
区
の
ふ
れ
あ
い
を
寛
一

に
考
え
た
公
民
館
活
動

「
体
育
関
係
の
行
事
は
、
浅
木
区
独

白
の
催
し
と
し
て
、
新
春
卓
球
大
会
を

行
う
積
度
で
他
の
地
区
と
そ
れ
ほ
ど
変

わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
文
化
活

い
を
第
一
に
し
た
公
民
館
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
」
と
公
民
館
長
の
松
尾
良

樹
さ
ん
が
話
さ
れ
る
よ
う
に
区
を
あ
げ

て
熱
心
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主

な
も
の
と
し
て
、
毎
年
8
月
に
夏
祭
り

1
1
月
に
医
の
文
化
祭
が
催
さ
れ
、
夏
祭

り
で
は
音
年
間
が
中
心
と
な
っ
て
夜
店

を
出
し
た
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
と
も
行
わ
れ
毎
年
大
盛

況
と
か
、
ま
た
文
化
祭
で
は
、
公
民
館

に
区
民
の
丹
粕
込
め
た
作
品
が
所
狭
し

と
な
ら
べ
ら
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
特
に
、
二

木
専
次
さ
ん
、
馬
場
照
改
ざ
ん
、
岩
村

武
男
さ
ん
の
三
人
で
輔
力
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
能
面
部
は
、
区
の
文
化
祭

た
け
で
な
く
町
の
文
化
祭
に
も
多
く
の

作
晶
を
氾
品
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ご
み
問
鶴
に
つ
い
て
も
区
を

一
の
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
っ

熱
心
な
公
民
館
活
動
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
浅
木
区
で
は
、
環
境
問
題
、
特

四
日
回
国

あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と

苦
心
惨
憺
し
な
か
ら
や
っ
と
出
来
ヒ

か
っ
た
広
報
紙
を
各
匿
の
区
長
さ
ん
宅

／
　
な
と
二
十
六
件
に
毎
月
二
回
、
配
っ
て

浅
木
夏
祭
り
　
青
年
団
の
夜
店

動
に
は
、
か
な
り
力

を
入
れ
て
る
ん
で

す
。
地
区
の
ふ
れ
あ

に
こ
み
の
問
題
に
つ
い
て
も
区
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ご
み
の

有
料
指
定
袋
刷
に
つ
い
て
区
で
特
別
に

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
分
別
収
集
の
徹
底

を
呼
び
か
け
た
り
、
ご
み
収
集
日
に
は
、

衛
生
委
員
の
馬
場
照
政
さ
ん
を
中
心
に

隣
組
長
さ
ん
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
監
視

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
と

う
い
う
連
戦
を
持
ち
、
区
民
全
員
が
一

致
団
結
し
て
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
浅
木
区
に
つ
い
て
区
長
の
一
日

正
丸
さ
ん
は
、
「
住
民
の
ま
と
ま
り
は
、

町
内
で
一
番
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

ま
わ
り
ま
す
。
抜
短
距
離
で
配
っ
て
い

る
つ
も
り
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
半
日

仕
事
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
の
距

離
が
あ
る
の
か
な
つ
と
思
い
配
布
日
に

計
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
約
四

〇
五
も
あ
り
ま
し
た
。
直
線
距
離
に
す

る
と
、
西
は
福
岡
市
の
博
多
ま
で
、
東

は
山
口
県
の
長
府
ま
で
も
あ
る
ん
で
す

ね
。
薯
迅
質
町
も
狭
い
よ
う
で
広
い
も

の
だ
な
あ
。
」
　
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
広
い
町
だ
か
ら
伸
か
人

知
れ
な
い
話
題
が
必
ず
あ
る
は
ず
で

す
。
「
配
布
日
の
半
日
だ
っ
て
大
切
な

時
間
。
今
後
は
そ
の
半
日
も
ア
ン
テ
ナ

を
四
方
八
方
に
向
け
な
が
ら
一
つ
で
も

話
題
を
見
つ
け
て
や
ろ
う
。
」
と
決
意

を
新
た
に
し
た
私
で
す
。
（
莫
）勅

6
2
7
書
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